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A. 研究目的 

 小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提

供体制のあり方を検討するために、小児がん患者

の動態調査を行う。 

 小児がんに関する臨床研究を活発化する。 

 

B. 研究方法 

今年度は、関東甲信越地域ブロックの連携協

議会に参加している小児がん診療施設の小

児がん関係の公開資料から症例数の変化の

分析を行った。 

（倫理面への配慮） 

 研究はすべてヘルシンキ宣言に則って行われ

る。患者の個人情報は一切、病院外に漏れること

はない。 

 

C. 研究結果 

 造血器腫瘍においては4拠点病院で診療する

患者割合が減少していたのと対照的に、固形腫

瘍、脳腫瘍に関しては拠点病院などへの集約化

傾向が認められた。 

 

 

D. 考察 

 外科治療を含む集学的治療が必要な固形腫

瘍、脳腫瘍の患者が拠点病院に集まる傾向が出

てきており、小児がん診療病院間での役割分担

がゆっくり進行してきていると考えられる。 

このような傾向が継続・定着していくかどうかに

ついては引き続き検討を行っていく必要がある。 

 

E. 結論 

 関東甲信越地域においては、小児がん拠点４病

院においては、拠点病院指定後に固形腫瘍、脳腫

瘍に関しては拠点病院などへの集約化傾向が

認められた。 
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